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太陽大気で見られるジェット現象は、太陽内部で増幅

された磁束が磁気浮力によりコロナへ向かって浮上して

くる過程と密接に関係していると考えられている。我々

は、浮上磁束管と既存磁場との相互作用によりジェット

が発生するのではないか、さらにその相互作用を起こ

す高さが発生するジェットの性質を決めているのでは

ないかと考え、MHD数値シミュレーションによる研究
を行った。太陽大気は、コロナでは低プラズマ β、彩

層光球では高プラズマ β と、高さによって性質の大き

く異なるプラズマが重力成層している。コロナで浮上

磁場と既存磁場が磁気リコネクションを起こした場合、

コロナでは低 β なので磁気エネルギー解放により数千

万度の高温プラズマが発生する事、さらにその熱エネ

ルギーにより彩層蒸発ジェットが発生することが、我々

の非等方熱伝導効果を考慮に入れた 2.5次元MHD数
値シミュレーションにより確かめられた。シミュレー

ション結果から導かれたジェット密度のスケーリング

則は「ようこう」観測の X線ジェットの特徴をうまく
説明できる事が分かった (詳しくは、参考文献 [1][2]を
参照)。

図 1: 上:初期条件、下:時間発展後。青線は既存磁場、
赤線は磁束管、黄色面はコロナと遷移層の境界を表す。

一方、図 1は、彩層下で捻れた浮上磁束管と既存磁

場が相互作用を起こした時に発生する低温ジェットの

3次元 MHD数値シミュレーション結果である。コロ
ナ上空に向かって磁力線に沿ってジェット流が発生し

ている。この場合、図 1(下)より、浮上磁束管と既存
磁場の一部が磁気リコネクションを起こしていること

が分かる。また浮上運動により、既存磁場は主に上方

運動の擾乱を受ける。この相互作用により、波動が発

生する。このうち Alfvén波のモードは、コロナ中に

図 2: (左)発生したジェットを図 1と別角度で見たも
の。(右)京都大学大学院理学研究科附属飛騨天文台で
観測されたサージ (Hα線)

∼ 105erg/s/cm2程度 (静穏領域コロナ加熱に必要な程
度の量)のエネルギーを携えていく。一方、圧縮波 (sloe
mode)の波は、上方への密度減少分布により波が伝搬
するにつれて振幅が増大する。その結果、コロナと遷

移層の境界でガス圧力が初期の 3倍程度上昇する。結
果として遷移層の低温プラズマがコロナへ向けて噴出

する事が分かった。このような低温ジェットは、太陽大

気中ではスピキュールもしくはサージとして観測され

るであろうと考えられる。図 2(右)は、京都大学大学院
理学研究科附属飛騨天文台で観測された、サージ現象

である。我々のシミュレーション結果からは低温ジェッ

トの速度は ∼40km/s で、これは観測されているサー
ジの速度とよく一致することが分かった。
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